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１．はじめに
　TOEIC®テスト受験志向が大学生の間で高まっている実情に応え、大学英語
教育の現場で、同テスト指導を目的とした授業が開講されるのも珍しいもので
はなくなっている。本稿では、TOEIC®テスト指導の際に使用する可能性が高
いと思われる『TOEIC®テスト新公式問題集』Vol.	1 の英語素材を検討し、大
学の教養教育に資するものとしてのTOEIC®テスト指導の可能性を示したい。
　第 2節では、『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.	1 の素材に見られる会話
模範例としての側面、“徳性への気づき” のためのツールとしての側面につい
てそれぞれ例を挙げて示す。また、これと関連して、アメリカ市民宗教に見ら
れる徳性にも言及し、同問題集英語素材を異文化理解のためのツールとして使
用する可能性にも触れたい。また、同様な特性が見られる TOEIC® 公式サイ
トにアップロードされている英語素材についても簡単に紹介する。
　第 3節では、大学でのTOEIC®テスト指導と教養教育を対峙させるのではな
く、後者の文脈の中に前者を置くことにより大学の教養教育に資するものとし
てのTOEIC®テスト指導の青写真を描く。本稿執筆者は星城大学経営学部に所
属しているが、同学部開講教養系科目＜文化教養ゼミⅠ・Ⅱ＞との関わりの中
でのTOEIC®指導に言及し、その具体例の一つとしたい。なお、『TOEIC®テ
スト新公式問題集』Vol.	1 に含まれる英語素材そのものについては同問題集を
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参照されたい。
　
２．『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol. 1 英語素材分析
２．１　ビジネスパーソンとしてのマインドセットを養う模範例としての側面
　TOEIC® テストはETS®STANDARDS	 for Quality and Fairness と題された基
準集の諸項目を満たすよう作成されており、また TOEIC® 公式サイトによれ
ば同テストは「実際のコミュニケーションに必要な能力を客観的に評価し、併
せてその評価を目標設定にできる世界共通のモノサシをオリジナルで開発する
こと」3 がその開発命題であるとされる。しかしながら、TOEIC® テスト開発
時の 1970 年代は日米貿易摩擦が生じていた頃でもあり、それを緩和するため
の一手段として英語を用いてのコミュニケーション能力を高めなければならな
いという意識が同テスト開発の背景にある 4 ことから、TOEIC® テストならび
に模擬テストの体裁で出版されている『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.	1
に含まれる素材はビジネスの場面を念頭に置いたものが多くなっている。
　同問題集英語素材が秀逸であると考えられるのは、例えば、道を尋ねたり、
値段を確かめたり、オーダーを取るという所謂英会話のテキストで見られるよ
うな場面だけではなく、単純に “はい”・“いいえ” だけで答えられない場合の
対応例や、実際のビジネス等で、相手の立場を尊重しつつ自分の主張も明確に
述べるというようなシーンも含んでいるという点である。
　例えば、『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.	1	Test	1	Questions	62–64 の
ための会話素材は、男女の同僚二人が歩み寄って会議の日程を調整している有
様を扱っている。会話前半では、男性社員は女性社員に対して配慮し、女性社
員はスタッフ全体に対する心配りを見せている。後半では、男性社員は時間変
更で女性社員が負い目を感じないよう配慮し、女性社員はその気遣いにふさわ
しい応答を示している。この素材からは、女性社員にとっても、男性社員にとっ
ても、スタッフ全員にとっても最適な解決策を探ろうと二人とも努力する姿が
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読み取れる。また、同問題集	Test	2	Questions	173–176 は、First	Rate	Lawn	
Supply 社から購入した芝生散水機用バルブが壊れたので、新バルブ取り付け
に人を派遣して欲しいと要請する手紙である。保証期間が切れた後の故障であ
るが、長く使えるバルブ、という営業担当者の言葉を信頼して購入したので責
任ある態度を示してほしいと述べている。微妙なタイミングでの修理依頼であ
るが、弱腰になることなく、かつ節度と礼節を持った主張をしており、ビジネ
ス文書の好見本となっている。
　Chujo	&	Genung（2004）によれば、実際のビジネスにおけるコミュニケーショ
ンでの要は、マネジメント術、昇進するための戦略、トレーニング講座、ビジ
ネスサービスなどといったビジネス一般に関するトピックはもとより、プレゼ
ンテーションや情報交換、提案と承認、交渉などであると指摘されている。5 語
彙力や文法力を高めることはもちろんであるが、それらを現実の交渉やプレゼ
ンテーションでどのように活かせばよいのか、『TOEIC® テスト新公式問題集』
での英語素材は良いヒントとなると考えられる。
　TOEIC® テスト指導用教材を具体性のあるコミュニケーション力増強とい
う点から眺めれば、同テスト指導は “自分づくり” 支援の場となる可能性もあ
るのではないかと期待される。
２．２　「徳性への気づき」のためのツールとしての側面
　２．１で示した英語素材のうち、例えば Test	1	Questions	62–64 のためのそ
れは、自分も相手も尊重しつつ意見を擦り合わせるという点で、倫理・道徳の
色合いが感じられないわけではないだろう。しかしながら、それでもやはり意
見調整に必要な “テクニック” に主眼が置かれている。『TOEIC® テスト新公
式問題集』Vol.	1 の英語素材には、このような技術力増強を意図したものだけ
ではなく、明らかに徳性を打ち出したものも含まれている。ここでは、そのよ
うな徳性を主題とした設問を検討する。全てに言及することはできないので、
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特に徳性がはっきりと表れているものを三つここに紹介する。
　同問題集Vol.1	Test	1	Part	4	Questions	89–91 のために用いられた素材は、
最初はほんの数人で始まった J&B	Limited	という会社が、後に、全国で最大
かつ評判の高い企業へと発展したというスピーチである。所謂アメリカンド
リーム的成功物語を語っているのだが、その中には、appreciate、	honor、	hard	
work	、	dedication、	my	wonderful	colleagues、	responsibility、	community、	
loyal、	many	more	happy	years という語句が用いられている。感謝、謙遜、精勤、
責任感、誇り、協働、分かち合いがあるからこそ J&B	Limited は発展してきた
し、また共通未来に向かって進んでゆけるのだという趣旨でスピーチを提示す
ることにより、これらの徳性を強く肯定することとなっている。
　同テストQuestions	95–97 のための素材は、退職するキム氏を称えるスピー
チである。キム氏は入社時には、経験のない一大卒生にすぎなかったのであ
るが、ついに社長の地位にまで上り詰めた。この素材も成功物語を扱ってい
るのだが、その中には、	with	great	persistence	というフレーズや initiated、	
reevaluate、	inspired、	wisdom、	fairness、	empathy、	join、	a	fond	farewell な
どの表現が見られる。また、設問の選択肢には、persistence、	independence、	
trust、	imagination などの単語が並んでいる。この素材で扱われている徳性は、
努力、前進、不屈の精神、機知、公平さ、博愛、自立心、信頼感、想像力の豊
かさ、である。更に、この素材でも成功を共に喜ぶという姿勢が表されている。
　同問題集	Test	2	Questions	149–152 の素材は Keller	Travel という旅行会
社の求人広告である。同社のサービスは無駄がなく誠意に満ち、コミットメン
トに富む従業員は質が高く、熱意に溢れている。この広告では、旅行経験が豊
富で精力的な人物求む、とある。仕事は忙しいが素晴らしい旅行の機会があ
り報酬も高い。職場環境は活気があり和気あいあいである。この英語素材に
は、efficient、friendly、lively、sociable、energetic	、commitment、quality、
enthusiasm という徳性を表す表現が含まれている。
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２．３　学習サポート TOEIC®Square で扱われている英語素材について
　TOEIC® テストを作成している ETS® は、TOEIC® 公式サイトを運営して
おり、6 その中の “学習サポート TOEIC®Square”	7 に含まれている素材にも
ここで言及しておきたい。これらの素材にも『TOEIC® テスト新公式問題集』
と同様、複雑な場面でのコミュニケーション力アップならびに徳性の強調など
の特徴が見られるものが含まれているからである。なお、本小論で紹介する同
Square の情報は、2010 年 9月	1 日現在のものである。
　“学習サポート TOEIC®Square” のメニューの中で英語素材を提示している
のは、「トレーニング素材ベーシック！」「トレーニング素材アドバンス！」「学
生向け！」である。これらの英語素材は、TOEIC® テスト問題用反復練習で
はなく、英語運用力全般を高めることを目的として提供されている。「学生向
け！」ではその中の「Enjoy!	English」というメニューに英文例やよく用いら
れる略語集などが掲載されているが、英語素材が集中してアップロードされて
いるのは「トレーニング素材ベーシック！」「トレーニング素材アドバンス！」
である。それぞれ様々なメニューを揃えており、8 全てが＜複雑な場面でのコ
ミュニケーション力増強＞や＜徳性の強調＞に焦点を当てているわけではない
が、ここでは、これら二つの特徴が明らかに見られるものをそれぞれ一つずつ
紹介する。
　一つ目は「トレーニング素材ベーシック！」の中の「外国人とコミュニケー
ションするコツ＜ビジネス編＞」である。ここには、How	to	be	persuasive	
in	business、The	 importance	of	eye	contact	 in	business	meetings	and	
office	 conversations、Assertiveness	 in	 business、Common	Errors	 in	
Business	Writing、Writing	business	emails、Making	and	receiving	business	
telephone	calls について英語でのアドバイスが挙げられている。ビジネスで
英語を用いる際には、周りに配慮しながらも断定的に肯定、あるいは反論しな
ければならないが、そのような場合に用いると有効だと思われる英語表現など
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が紹介されており、所謂英会話のレベルに飽き足らない学習者にとっては有益
な情報が得られるようになっている。
　二つ目は同じく「トレーニング素材ベーシック！」の中の「TOEIC®	Presents	
English	Upgrader」であり、音声素材とそのスクリプトがダウンロードできる
ようになっている。ここには、徳性が明確に肯定されている英語素材が多く含
まれている。9
　「クライアントへのプレゼン」では、環境保全に貢献する The	Great	Green	
Music	Festival についてのプレゼンテーションを聴いた顧客が同フェスティバ
ルに強く賛同を示すシーンを含めることにより、環境を大切にするという徳が
肯定される。「サプライズパーティの計画」は、compassionate、thoughtful、
genuine と形容されるミッチェルという同僚が 50 歳の誕生日を迎える。皆で
ミッチェルを祝福し、サプライズパーティを盛り上げようという筋書きにする
ことで、優しさ、思いやり、誠実といった徳性が肯定されている。「出産を控
えた同僚との会話」では、出産間近のケイトという女性を同僚が祝福している
が、ここに、彼らの会社の優良な育児休暇についての説明を添えることにより、
公私両レベルで新しい生命の誕生は祝福されるべきだという価値観が打ち出さ
れることとなっている。
　「受付での会話」は、高等学校卒業後 2年間喫茶店で働いていた男性が自動
車整備工を目指して大学で学ぶために大学のパンフレットを受付でもらうとい
う内容である。大学の受付係に、自ら高い目標を設定する学生を歓迎すると述
べさせることで、向上心という徳を強調している。「新プロジェクトについて
の説明」は、“Gift	of	Love” というチャリティーの新ポータルサイト立ち上げ
を社員が説明し、上司がそのアイディアを称賛するというものである。その中
の一例を思いついたきっかけとして、ハイチ支援のために英国の 7歳の男子
が募金集めのサイクリングをすることにより 21 万ポンド寄付金を集めたとい
うエピソードも紹介される。この英語素材では個々人が自分の力に応じて社会
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貢献・人道支援するという姿勢が肯定的に描かれている。10
　
２．４　異文化理解のためのツールとしての側面―アメリカ市民宗教との関わり
　２．２と２．３で触れたように、『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.1 や
TOEIC® 公式サイトで用いられている英語素材の中には、徳性をテーマとし
たものが含まれている。このような徳性、すなわち勤勉さ、自由、希望、共同
体へのコミットメント等は、市民宗教を通じてアメリカ国民の中で広く尊ばれ
る価値観でもある。２．４ではロバート・ベラー著『破られた契約』で示され
たアメリカ市民宗教について言及し、そこで尊ばれている徳性を、オバマアメ
リカ大統領就任演説を参考にしながら概観してみたい。
　市民宗教とは、「どの民族の生き方の中にも見出されると思う宗教的次元―
すなわち民族が超越的実在との関わりの中で自らの歴史的経験を解釈するた
めの [ 意味の ] 次元」11 のことである。ある共同体が過去から未来まで存続し、
その共同体は常に超越的実在（大いなる者）との関わりの中で歴史を重ねてき
たとしよう。超越的実在とは、例えば、天地万物を創造した神のような実在で
あるが、その共同体は自らの歴史的体験を超越的実在と自分との関係でもって
解釈しようとする。そのような意味づけを担うのが市民宗教である。
　アメリカの市民宗教の柱は聖書的伝統と共和制的伝統である。12 これらの伝
統は両者共、徳性を重んじるということで一致しているが、その徳性とは具体
的には、愛徳・兄弟愛・同志関係・個人の尊厳と責任・自由意志に基づく個人
の行為といったものである。極めてアメリカ的ともいえるこれらの徳性の中で、
自由はアメリカ市民にとって重要な意味合いを持つ。ここで気をつけておかな
ければならないのは、アメリカ市民宗教の文脈内における自由とは、勝手気ま
まを意味するというわけではない
4 4
という点である。アメリカ市民宗教の枠組み
で理解されるべき自由は、「神学的道徳的論議の中で理解されているような意
味	」13 で用いられており、『破られた契約』	p.51 で指摘されているように、宗
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教的・道徳的基準の限界をはみ出しての個人的行為が許されているわけではな
いのである。このような伝統的文脈においては、基本的に自由は善を行うため
に用いるのでなければならないとされている。
　アメリカ大統領就任の際の演説は、アメリカ市民宗教の中で受け継がれてき
た徳性をアメリカ国民が再確認する機会を提供しているが、2009 年 1月のオ
バマ米大統領就任演説も例外ではなく、アメリカの市民宗教の諸徳性が織り交
ぜられている。オバマ米大統領の就任演説はホワイトハウスのブログ 14 で読
むことができるが、演説の最後の方に着目すると、そこにはアメリカで尊ばれ
る徳が列挙されており、	honesty、	hard	work、	courage、	fair	play、	tolerance、	
curiosity、	loyalty、	patriotism、	progress などの語句を見ることができる。大
統領は演説の中で、これらの徳性（誠実さ、勤勉さ、勇気、公明正大な態度、
寛容さ、好奇心、忠誠心、愛国心、進歩）は真実であって、アメリカはこれら
の徳性に立ち戻る必要があると述べている。15
　このような徳性はアメリカの良心を支えるものとも言えるが、現在の日本で
は、アメリカの良心が強調されて伝えられる機会はどれだけあるだろうか。特
に 2003 年イラク戦争開始後は、アメリカについての報道は一国主義的で攻撃
的な国というイメージを全面に出しながらのものになってはいないだろうか。
2009 年のオバマ大統領就任を好意的に描いた日本メディアも、2010 年の中
間選挙の時期に近づいても未だ米雇用情勢が回復しない中、大統領の支持率が
下がるに従い、再びアメリカの負の部分に焦点を当てた報道へと戻るかのよう
である。16
　実際アメリカには功利主義的側面も色濃く存在し、更に、攻撃的で帝国主義
的な顔を持っていることだろう。また、国内にも問題が山積する国であるとい
うのも事実ではある。しかしながら、負の部分を抱えながらも、アメリカの良
心は存在するというのもまた現実であるはずである。この点を見落したままで
同国の輪郭を描いてしまうことは、アメリカに対して公平と言えるであろうか。
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特に、歴史的・政治的・経済的に関係の深い日本がアメリカを理解しようと努
める時、そこには慎重さと入念さが求められるべきであろう。
　誠実さ、勤勉さ、勇気といような徳性がアメリカで尊ばれるものであるなら
ば、それらの徳性と、『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.1 などの英語素材
に見られるそれとが合致しているのを足がかりに、TOEIC® テスト指導を、学
生諸君がアメリカの良心を垣間見る場の一つとして提供できないだろうか。
　TOEIC® テスト指導の軸足をむやみに英語から徳育へとずらすことは慎ま
なければならないであろうし、また、TOEIC® テストは現在、アメリカ人と
のビジネスシーンのみを志向しているわけではないので、同テスト指導のため
の科目をアメリカ学講義であるかの如く提示することも適切ではないであろう。
しかしながら、TOEIC® テスト関連科目を他の教養科目と連携づけることに
より、あるいは、大学教養の枠組みの中に同テスト関連科目を位置づけること
により、テスト指導に終始しない、大学という場に資する授業の在り方を示す
ことができるのではないだろうか。
　
３．大学教養教育の枠組みで考える TOEIC® テスト指導
　本節では、具体例として星城大学経営学部教養系科目＜文化教養ゼミⅠ・Ⅱ
＞との関わりの中での TOEIC® テスト指導に言及しつつ、大学での教養教育
の文脈の中に TOEIC® テスト指導を置くことにより、大学の教養教育的側面
を持つものとしての TOEIC® テスト対策関連科目の可能性を描いてみたい。
３．１　TOEIC® テスト対策関連科目と＜文化教養ゼミⅠ・Ⅱ＞との関わり
　星城大学経営学部の教養科目としては、“コモンベーシック” の＜英語＞・
＜中国語＞などの “語学”、＜インターネット基礎論＞などの “情報処理”、＜
総合ことば演習＞・＜文化教養ゼミ＞などの “基礎科目”、また、“一般教養科
目” として、＜文学＞・＜哲学＞などの “人々の心と社会” 科目群、＜生命と
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科学＞・＜物理的思考＞などの “自然と社会” 科目群、＜保健科学＞や＜スポー
ツ＞などの “健康と社会” 科目群が開講されている。
　これらは、“語学”（どのように外国語を用いるか）、“情報処理”（どのよう
に情報機器を用いるか）、＜総合ことば演習＞（日本語運用力の向上）などの
主にスキルに軸足を置くグループと、一般教教養科目群や＜文化教養ゼミⅠ・
Ⅱ＞など、“心・魂・人生・生死” に関する事柄について思索を深める機会を
持つグループとに分けることも可能である。一般教教養科目に関しては、例え
ば、歴史を学ぶことにより我々の先輩たちが人生の危機に際しどのように処し
てきたのかを垣間見ることができるし、文学に触れることにより喜びや悲しみ、
寂しさなどを人がどのように言葉に表してきたのかを学ぶことができる。これ
らの学びを通して自らの生き様を見つめることが可能になるという点で、一般
教養科目群は、所謂一般常識という意味での教養を深めることはもちろん、人
としての生き方を自分なりに探索する場として捉えることも可能であろう。
　星城大学で開講されている＜文化教養ゼミⅠ・Ⅱ＞は 1年次必須科目であ
るが、この科目は自分と社会に真摯に向き合える	“自分づくり” を目標	とし、
他者を尊び、自分自身への理解を深めるための学びの場を提供している。17 他
方、TOEIC® テスト対策関連科目は、星城大学経営学部 2年次の選択科目と
して＜ TOEIC 英語Ⅰ＞と＜ TOEIC 英語Ⅱ＞がそれぞれ前期・後期に、また
3年次前期の選択科目として＜ TOEIC 英語Ⅲ＞が提供されている。18 これら
の TOEIC テスト対策関連科目は、経営学部 6コースのうち、国際ビジネスコー
スでは “コース科目”、その他スポーツマネジメントコースを除く 4コースで
は “コース関連科目” として受講することが可能になっている。“コース科目”・
“コース関連科目” 共に経営学部専門科目群の中に位置づけられているが、こ
れは、TOEIC® テストの中にビジネスシーンで使用される英語素材が多く扱
われていることを考えれば、奇抜な配置であるとは言えないであろう。ただし、
『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.1 などは、ビジネスに役立つ英語表現集
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といった趣に終始せず、徳性を併せ持ったビジネスパーソンらに用いられると
期待される英語素材も含んでいるという点を再度ここで押さえておきたい。
　1年次の＜文化教養ゼミⅠ＞では、友情、ライフプランニング、人権、家族
など自らの生き方を見つめる際に有益となる徳性を扱う。それらと同様の徳性
が反映された英語素材を＜ TOEIC 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ＞において扱うならば、2
～ 3年次にかけての TOEIC® テスト対策関連科目を、自分づくりに有益とな
る徳性を再確認する機会として学生諸君に提供できる可能性があるのではない
だろうか。すなわち、徳性で＜文化教養ゼミⅠ＞と TOEIC® テスト対策関連
科目の両者を繋ぎ、自分づくりの場を継続して提示するというわけである。
図 1．徳性で両者を繋ぐ
　＜文化教養ゼミⅡ＞では、“教養・ことば・文化”、“現代社会の課題”、“地
域の社会と文化”、“科学・思想・人間” といった枠組みの中で、人の暮らしと
社会のあり方の多様性を学ぶ。“地域の社会と文化” では具体的には、韓国・
中国・モンゴルなどのアジア圏、ロシア、中東現代事情、アメリカの見える文
化・見えない文化などを扱う。アメリカの見えない文化を扱う際にはアメリカ
を支える水面下の価値観として、アメリカの良心を支えるものとも言える、勤
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勉・自由・希望・前進・コミットメントを紹介する。
　TOEIC® テスト対策関連科目を受講する学生諸君は、例えば『TOEIC® テ
スト新公式問題集』Vol.1 などを使用すれば、その中で、諸徳性を含む英語素
材に触れることになるわけであるが、その際＜文化教養ゼミⅡ＞で学んだアメ
リカの見えない文化を想起させつつ、今取り組んでいる英語素材が言及してい
る徳性は、アメリカ市民宗教を通じて尊ばれている徳性と合致したものなのだ、
という気づきを促すことにより、日本では見えにくいアメリカの善き側面を垣
間見る機会を再度提供することが可能になるのではないだろうか。
　特に星城大学国際ビジネスコースに属する学生には、英語力増強はもちろん
のことアメリカを複眼的に眺められる目を養ってもらいたい。＜文化教養ゼミ
Ⅱ＞での学びを更に強化する機会として、TOEIC® テスト対策関連科目を異
文化理解の一助として位置付けることはできないだろうか。
　TOEIC® テスト指導が大学という場で行われるのであれば、大学教育と
しての在り方をそこに見出すことが求められてくるであろう。しかしなが
図 2．異文化理解の一助として位置付ける
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ら、TOEIC® テストのための学びを異文化理解や徳育の授業に擦りかえるな
ど、科目の垣根を不用意に壊してしまうことは望ましくないであろうし、実際
TOEIC® テスト指導の中で語学以外の学びを幅広く扱うことは時間的にも不
可能である。
　しかしながら、他科目との連携により、諸制約の中にありつつも TOEIC®
テスト指導における大学教養教育の厚みを増すことは可能なはずである。理想
的には教養科目群全体の、そして専門科目群との連携といった、カリキュラム
全体の有機的関わりの中で TOEIC® テスト指導はもちろん、他の一つ一つの
授業も運営されていくのがよいであろうが、このような大がかりな試みはいつ
も可能であるとは限らない。
　それでも、少なくとも TOEIC® テスト対策関連科目指導者の頭の中で青写
真を描いておくことはできる。大学教育の枠組みでの TOEIC® テスト指導に
対する自分なりのアカウンタビリティを用意しておくことは、大学人として望
ましいし、また必要とされることであろう。
３．２　まとめにかえて
　TOEIC®テスト用英語素材はビジネス関連のものが多く、ビジネスの常識を
系統立てて学ぶことができる。良質な英語素材を厳選すれば、所謂英会話レベ
ルの英語運用力だけではなく、難しい状況で相手の立場を考えながらも自らの
意見を主張するというような、コミュニケーション力を磨くのに役立つ言い回
しなども学ぶことができる。更に、徳性が含まれている英語素材に学生諸君が
取り組むならば、善き市民としての立場をわきまえた者達の営みという枠組み
の中でビジネスを展開することの疑似体験もできよう。また、そのような徳性
はアメリカの良心と言われるものにも合致していることから、普段学生諸君に
見えにくいアメリカの一側面に目を向けさせることも可能であると考えられる。
　英語素材を吟味し、それを多面的に使いこなすことにより、TOEIC®テスト
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指導からは、大学という場に資する教養教育的効果が十分に期待できるように
なると言えよう。
注
1　TOEIC は Educational	Testing	Service（ETS®）の登録商標である。
2　本稿は LET 第 49 回（2009 年度）LET 全国研究大会（於：流通科学大学）での口頭
発表に加筆・修正したものである。なお、全国大会での発表は「星城大学特別研究奨
励費 (2009 年度 )」の、また、本研究ノート発表は同奨励費（2010 年度）による研
究の一環である。本稿では『TOEIC® テスト新公式問題集』Vol.1 の英語素材分析の
みに限ったが、今後Vol.2 以降の素材分析も行う予定である。
3　	http://www.toeic.or.jp/philosophy/philosophy_01.html（2010 年 9月 1日現在）
4　同。
5　Chujo,	K.	and	M.	Genung	（2004）‘Comparing	the	Three	Specialized	Vocabularies	
Used	in	“Business	English,”	TOEIC,	and	British	National	Corpus	Spoken	Business	
Communications,ʼPractical English Studies.	11,	p.10.
6　TOEIC® 公式ホームページのURL は http://www.toeic.or.jp/ である（2010 年 9 月	
1 日現在）。
7　学習サポートTOEIC®Square	の URLは http://www.toeic.or.jp/square/ である（2010
年 9月	1 日現在）。
8　「トレーニング素材ベーシック！」では、「TOEIC®	Presents	English	Upgrader」「映
画で学ぶ英会話」「外国人とコミュニケーションするコツ＜ビジネス編＞」「Cooking	
in	English!」「Letter	from	Tokyo」「英文メール強化塾」「ワタシの奮闘記」というメ
ニューを、また、「トレーニング素材アドバンス！」では、「実践スキルアップ講座」「英
語で鍛えるコミュニケーションスキル」というメニューを揃えている。
9　「TOEIC®	Presents	English	Upgrader」からダウンロードできる英語素材のタイトルは、
「同僚からの留守電を聞く」「CDショップでの会話」「クライエントへのプレゼン」「電
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話で修理の依頼」「サプライズパーティの計画」「FTPについての説明」「出産を控えた
同僚との会話」「レポートの内容を上司に報告」「電器店での会話」「注文内容の確認と
手配」「受付での会話」「新プロジェクトについての説明」である。
　　なお、2010年 10月 14日、「TOEIC®	Presents	English	Upgrader」には新しいシリー
ズが開始された。本稿で紹介した英語素材は「English	Upgrader	First	Series」（全12タ
イトル）としてまとめられ、2010年 12月 27日現在でもTOEIC®公式サイトから素材
等のダウンロードが可能である。
10		この他、「実践スキルアップ講座」と「英語で鍛えるコミュニケーションスキル」では
ビジネスパーソンに必要な徳や心構え、また、更に高度なコミュニケーション力アッ
プのためのアドバイスが掲載されているが、後者は日本語での説明が主となっている。
11		『破られた契約』p.29。
12		同 p.8。
13		同 p.17。
14		President	Barack	Obama's	Inaugural	Address	at	The	White	House	Blog の URL は
http://www.whitehouse.gov/blog/inaugural–address/である（2010年9月	1日現在）。
15		アメリカは熱心なキリスト教徒が多い国であるが、同国の市民宗教はキリスト教その
ものではない。また、オバマ大統領の就任演説は、市民宗教の徳性だけで成り立って
いるのではなく、アメリカの攻撃的とも取れる強さを強調した箇所も見受けられる。
16		例えば2010年 8月 29日付朝日新聞1面では「転落する中流階級―夢追った人々『裏
切られた』」、同2面では「オバマ氏　失望の矛先―中間選挙へ民主党苦戦／オバマに投
票するんじゃなかった　ネット・若者、ブーム反動」等の見出しで記事が掲載されている。
17		具体的に扱う主題は、＜文化教養ゼミⅠ＞では友情、ライフプランニング、人権、家
族などであり、＜文化教養ゼミⅡ＞では教養・ことば・文化、現代社会の課題、地域
の社会と文化、科学・思想・人間である。なお、＜文化教養ゼミⅢ・Ⅳ＞は 2年次必
須科目であるが、＜文化教養ゼミⅠ・Ⅱ＞とは異なり、専門ゼミナールの前段階とし
ての基礎演習の色合いが 2010 年度現在の時点では強くなっている。
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18		実際は 3年次生や 4年次生も TOEIC® テスト対策関連科目を学年に拘わらず履修で
きる。
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